
の過程を解明する糸口を得ることを目的としている｡

突放に用いたHbは次の霊長塀から採取した｡ツバイ

･ギャラゴ･スローロ1)ス (原猿塀),マソトヒヒ･ニ

ホソザル (旧世界ザル), リスザル ･クモザル (新世界

ザル),7'slルテナガザル･シロガオテナガザル (臥

独)｡

新鮮な血球を溶血させ,一酸化炭素を飽和させ,一酸

化6!邦へモグロピソ (COIHb)とし,イオソ交換クロ

マトグラフィーにより精封した｡オキシへモグロピソ

(OrHb)は.精製COIHbを酸素加圧下で白色光を庶

射することにより得た｡

可視部飼域でのCDスべクT･)レはすでに報告されてい

るヒ7.のものとほとんど一致しており,また,サ/レの超

族および グループ間の相異はほとんど見られない｡但

し,02-HbのソーV帯のCDバソFは, ヒトのに比べ

て数nm長波長側にシフ†しており,サルとヒトのHb

のヘムの存在状態に若干の相異があることが判明した｡

近視外領域でのCDスペクトルはサルの超掛こより僅か

ではあるが相異があり,芳香族アミノ酸残基の存在状態

が異っていることを示している｡遠視外部領域のCDバ

ソドの大きさから井出したHbのα-ヘリックスの含宜

は約60%前後であり,種による変化は鋭察されなかった

が,ツ/くイのHbは80%を示し,ツイパHbが他の霊長析

Hbと臭っている可能性が示唆された｡現在デオキシHb

について測定しており,さらにα貞札 β鎖についても解

析する予定である｡

霊長規各分類群の上肢の筋の形態学的特徴に

ついてl)

本間 敏彦 (順天堂大･医)

昭和50年度共同利用研究にひきつづくものとして次の点

について正点的に研究した｡

l前腕の正中一尺骨神経交通枝について
ヒトには典常例として存在する前腕の正中一尺骨神経

交皿枝は正長現のある槌については正常なものとして存

在する｡今回観察したもので①存在したものはチソバソ

ジー2)(2),シヤー･7ソ (2),ニホソザJI,(2),アカ

ゲザル (2).カニクイザル (30), クエノン (2),ゲ

ラ〆ヒヒ (1),クモザ ル (1),②存在しなかったもの

1) 学 会 発 表
カニクイザルの前腕における正中･尺骨神経間の交

迎枝について

日本解剖学会第82回総会 (1977年4月)
上肢の茄肉の比較解剖,主に母指の動きに関する筋

肉について｡

茄4回キネッオロジー分科会 (1976年11月)

2) ( )内の数字は例数をあらわす｡

はテナガザル (4),マソトヒヒ く2),パメスモソキ-

(1),スローロリス (1), ツバイ (4),であった｡

近縁の種の間にもこの交通枝の存在に関してはちがいが

みられた｡今回の観察では例数が少なく種内変異がどの

程度存在するのかの検討も今後必要である｡またこの交

通枝が尺骨神経と吻合してからの走行に関してはほとん

どの種で尺骨神経の探枝にも行く所見が得られた｡

皿 母指の動きに関する筋について

母指をうごかす筋のうち長母指屈筋,短母指伸筋はヒ

トに固有の筋といわれる｡これらの筋は母指の末節骨の

動きに重要な働きをする｡このことからヒト以外の霊長

炉では母指の末節骨をうごかす筋がどのようになってい

るかを観察した｡テナガザルではヒトに琉似の長母指屈

筋は存在するがその臓 ま深指屈筋の曲と手取部で虚聞結

合をもちヒトほどには独立した働きをしない｡テンパl/

ジー,マカク屈,マソトヒヒ,ゲラ〆ヒヒ,パタスモソ

キー等では長母指屈筋は存在しない｡これらの種では母

指の末節骨へ行く屈筋跡 よ手根部で探指屈筋の胞より起

っている｡したがってこれらの塩では母指の末節骨の屈

曲は探指屈筋の収縮によっておこなわれる｡またテナガ

ザルを含めこれらの種では母指の基節骨庇につく短母指

伸筋はみられない｡以上のことにより母指の末節骨が他

の指列の指骨とは別に独立して屈曲できるのはヒトにの

みみられる特性と思われる｡

眠寝型頼骨下顎筋の研究

吉川 徹雄 (東京良工大)

タロテナガザルは限筒型であった｡

従来の研究をまとめるとつぎのようである｡

燐骨弓塾 :ツ/tイ科のコモソツパイ;ロt)ス科のコビ

トガラゴ;オマキザル科のヨザル,コモソリスザル,ク

ロクモザル ;マーモセット科のクロクビクマ1)ソ,ジ字

アロイクマ1)ソ｡

限筒型 :オマキザJt,科のカブシソ,･オナガザル科のサ

パソナをソキー,グJLノソ,バタスモソキー,クロマン

ガベ一,カニクイザル,ニホンザル,ゲラ〆ヒヒ;オラ

ソクーメソ科のクロテナガザル,シアマソ〆,オランウ

ータン,ゴ1)ラ,チソバソジ-;ヒト科ヒト,

移行型 :オマキザル科のクロホエザJL,｡

フラソスのガスパールによると,マ-モセット科のV

オソトセーブスも移行塾である｡

以上は弟21回ブt)マーチス研究会で発表.

サルにおけるELA型(ヒト白血球抗原)の研究

鈴田達男,天野栄子 (東京医大)

ヒT･の取扱適合性抗原 (HLA)は臓器移植の際のみ

ならず疾風の免疫迫伝学的解析の面でも虫要性を持って
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いるがその判起用の抗血ア刺よ主として白人妊餌血～肋こ折
っているため口本人の椛族特只的抗節の牧山には不適当

でありしかも抗体の特典性がLt1-のものでなく且つこの

ようにして相られる抗血柄の丑的な制限の関田もある｡

そこで耽 は々サルに同位又はヒト白血球を免疫すること

に上って彬異的な抗HLA血河の作封を試みた｡
まずニホソザル10頭,アカゲザル10頭,ブタオザル5

輔べニガオザノ㌣5頭を使用し,個々の白血球のヒトHLA
抗血泊に対する反応をAmos変法にて調べ吸収試晩で

確認した｡

その後 1)サル白血球 (1×107/ml)2)既知HLA
型ヒT.白血球 (1×107/ml)3)培糞Tcell(1×108/

ml)Bcell(1×10ソml)をそれぞれ5m11週おきに

静脈注射し最終免疫から1週間後に採血し,このように

して得た抗血河は等EtのヒトAB血球沈机を加え虫温で
1時間吸収した｡

結果:サル])ソ/t球は-蜘こヒト抗HLA血滑と一様
に反応するがこれはヒ7.に対する種族特典的抗原のため

3.研 究 会

第5回 ニホンザルの現況研究会

於 :京都大学霊長煩研究所会試宝

日 時:1976年7月10日～12日

出席者:約35名

世話人代表:鈴木 苑

1. 報 告 司会 丸橋 珠樹

1. 屋久島のニホソザル 九紹 珠秘

2･ 苗崎山のニホソザルの分裂 西邸 既達

2. ニホソザルの保詔と野猿公苑の問題

司会 上原 良男

1･ ニホソザルの保護と野猿公苑 水原 洋城

2.J.M.C問題の現状 和 秀夫

3. 国際的にみた霊長類の保護とニホンザルの位置

鈴木 晃

3.現況研のすすめ方 司会 鈴木 . 晃

1. 報告岱｢ニホl/ザルの分布と保逆｣に関する討約
4.報 告

1. 大規模株苅田的想とこホソザルの促進

丸山 正樹

同会 館円 邦彦

･2. 番塁について 好広 六一.村松 正敏

司会 四邸 現達

報告としては.掛こ屋久島西岸のニホソザルの分裂群

の取り扱いに関してリポートがあった｡一方は日本で有

と考えられる｡ただし抗Al,A2,B5,A9に対しては
個体によって反応が異なる点から特異性を共有すること

が示唆された｡吸収試晩の結果からサルはA2,B7,B
12はないがA9は個体によって共有しているものがある
ことが明らかとなった｡サルの同種免疫血清は他のサル

白血球とも反応することから組級適合性抗原 くMLA)
の存在が示竣されたのみでなく,ヒトのリソバ球のある

ものとも反応性の上界を示した｡

またヒト白血球で免疫したサル血清は免疫原以外のヒ

ト白血球とも反応し.しかもその反応性は一様でなく,個

体による差が認められた｡以上の所見から,サルリソバ

球はヒ711)I/パ球と一部の抗原性を共有しており,これ

がHLAと閑迎していることが強く京唆された｡

以下の共同利用研究Elの原税は宋茄です｡川中健二,

好庶英一.常田邦彦 (以上,投鬼m!唱1).大村裕.川村
祥介 (以上.設定探題5).俣野曽肝,箇永敏郎 (以上,

設定課周6)｡

-の田村の森林相の故填,一方は後背地をもたないニホ

ソザルの,飢づけによる過大増加の後しまつの問題と,

いづれもニホソザルの生存にとっての基本的な問題につ

ながる話題捉超であった｡

水原の話題は,職後のニホソザルの研究と餌づけのか

らみあい.それらがどのような息考様式の上に取り組ん

で来られたか,そしてそれらはどのような問題を現在に

もたらしたか.といった観点からの話で,現在の野猿公

苑の社会教育の場としても全く無配慮な経営倍庇が強く

批判されていた｡

1976年2月に突如発来されたJMC研究部廃止問題に

関して,その後の動向を和が報告した｡ニホソザルの研

究･保護問題について,常にその中心的存在として活躍

してきたJMC研究部廃止の動きに.畝い批判的想定を

とってきた研究会参加者一同は,関田の動向に強く注目

していた｡

鈴木の報倍は.世界的な正長放研究の建愚化の中で

の,医学的な分野からの研究動物としての霊長塀への強

い詔要と詰まりを指摘し,世界的な野生ポピュレーショ

ンの京過と利用圧の急上昇の中で,米国その他で進めら

れているブリーディソグ･コロニー方式の一般化の債向

を紹介した｡しかし,野生個体群の生きている種の生存

の姿を知らないまま,一般に進められているテープJI,･

ワークとしてのブリーディソ〆･コロニー構想の危険性

を強く批判し,･野生槙とその自然環境の保護の仕事が,
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